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森のひろば 近畿中国森林管理局
大阪市北区天満橋１－８－７５
〒530-0042　TEL 050-3160-6763
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp

19年12月

№982フォレスト・ニュース

　　   この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を使用しています（間伐材10%+古紙90%）

色彩の豊かな人工林を目指して色彩の豊かな人工林を目指して色彩の豊かな人工林を目指して色彩の豊かな人工林を目指して色彩の豊かな人工林を目指して

【関連記事は４頁】

　11月 13日(火)、高野龍神スカイライン沿線にある高野山国有林内において、大学等の研究者や
府県の行政担当者等を交えて、景観等に配慮した人工林施業のあり方について検討会を行いまし
た。

高野山国有林（和歌山県）：写真正面のスギ、ヒノキの人工林(明治42年植栽)は、平成10年に複層伐

(50％)を実施した後、台風により一部風倒木(右尾根下部)が発生し現在に至る。
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森 木と の絵画コンクール第６回
　近畿中国森林管理局では、「森と木」をテーマとして絵画に取り組んでもらうことにより、子ども
たちが森林や自然とふれあうきっかけとなるよう、毎年絵画コンクールを開催しています。
　今年のコンクールでは、大阪市内39校の小学校から1222点の応募があり、洋画家の山田倫子氏を
審査委員長に迎えて審査を行った結果、74点の入選作品を選出しました。
  ここでは、入選作品の中から力作18点を紹介します。

金賞　「こんちゅうのもり」
加賀屋小１年　白築  寛太

　　　 銀賞　「木」
堀川小１年　寺岡  宏記

銅賞　「むしのすむもり」
南住吉小１年　西原  和成

金賞　「大きな木」
市岡小２年　前田  かれん

 銀賞　「秋の森」
中本小２年　川嶋  彩生

　 銅賞　「大きなクスノキ」
伝法小２年　髙阪  帆乃夏

　金賞　「ふしぎガジュマル」
巽南小３年　山根  基寛

　銀賞　「しぜんの森」
玉造小３年　濱本  佑希

　銅賞　「新しい森をみんなでつくる」
中本小３年　大門  一輝
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　金賞　「森の生きもの」
塚本小４年　杉山  拓巳　

銀賞　「森と木の絵」
加賀屋小４年　磯部  俊幸　

　銅賞　「みどりいっぱいのもり」
中津南小４年　畠  裕大　　

金賞　「森と木」
玉造小５年　山地  伽奈　

　銀賞　「赤マツいっぱいの樹海」
阿倍野小５年　北川  友弥　

　銅賞　「自然と緑」
巽南小５年　森脇  未来　

金賞　「森林」
玉造小６年　守屋  彩加　

銀賞　「生きる大木」
塚本小６年　佐藤  未来　

銅賞　「森」
姫里小６年　髙野  しおり　

　「
森
と
木
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
第
６

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
表
題
に
対
し
て
、
大

阪
市
内
の
小
学
生
の
お
子
様
達
も
良
く
理

解
し
、
観
察
し
、
表
現
を
し
よ
う
と
努
力
す

る
力
が
観
て
取
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
、
大
阪
市
立
の
小
学
校
39

校
よ
り
、
１
２
２
２
点
の
参
加
作
品
を
、
一

次
審
査
で
全
作
品
に
渡
り
、
表
現
内
容
、
色

彩
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
各
学
年
別
、
細
部
に

渡
り
審
査
、
後
、
学
年
別
に
賞
対
象
を
選
別

致
し
ま
し
た
。

　
大
人
の
方
が
手
を
入
れ
た
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
く

わ
ず
か
で
、
作
品
に
対
し
て
邪
魔
に
な
る

ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
親
が
子
供
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
た
だ
あ
ま
り
に
も
子
供
の

心
理
に
深
く
入
り
こ
む
事
は
子
供
の
心
を

傷
つ
け
る
事
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
は
そ
こ
ま
で
の
作
品
も
な
く
、
一

日
目
は
終
了
、
二
日
目
は
、
各
学
年
別
に
賞

候
補
作
品
を
陳
列
、
局
長
他
各
部
長
等
で

金
、
銀
、
銅
、
佳
作
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
選
別
時
に
お
い
て
も
賞
の
優
劣
を
競
う

作
品
も
有
り
ま
し
た
。

　
低
学
年
か
ら
高
学
年
に
行
く
ほ
ど
、
表

現
の
差
、
色
彩
の
差
が
出
て
来
た
こ
と
も
、

各
学
年
の
成
長
を
見
る
思
い
で
し
た
。

　
総
　
評

総
　
評

総
　
評

総
　
評

総
　
評

　
　
　
審
査
委
員
長
　
山
田
　
倫
子
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民有林と国有林が連携して針広混交林へ誘導するための現地検討会を開催民有林と国有林が連携して針広混交林へ誘導するための現地検討会を開催民有林と国有林が連携して針広混交林へ誘導するための現地検討会を開催民有林と国有林が連携して針広混交林へ誘導するための現地検討会を開催民有林と国有林が連携して針広混交林へ誘導するための現地検討会を開催

計 画 課計 画 課計 画 課計 画 課計 画 課

検討会の様子

国有林における森林整備に当たっては、国有林の立地や地形等の自然条件等に応じて、１００年
先を見通した多様な森林づくりを進めることが求められています。とりわけ、景観の保全や野生鳥
獣との共生等を図る観点から、スギ、ヒノキ人工林についても、必要に応じて針広混交林へ誘導す
ることが必要となっています。
しかしながら、そのための施業技術は未だ確立されてい

ない状況にあります。
そこで、当局では、針広混交林に向けた技術的課題等に

ついて幅広く意見交換を行うため、11月13日高野山国有林
内において、京都府立大学の田中和博教授、森林総合研究
所関西支所の大住克博委地域研究官を交え、滋賀、大阪、奈
良、三重、和歌山の各府県及び和歌山県森林組合連合会の
担当者と当局の関係者の55人が参加し、針広混交林施業の
取組状況と課題及び今後の進め方などについて検討を行い
ました。
　現地検討会は、検討対象林分である高野山国有林228林班が一望できる林道上を会場として行い
ました。まず、計画課の森林施業計画の編成担当者から、９月に実施した現地調査の概要、針広混
交林の考え方、誘導指針のイメージを説明しました。
当日の会場は、標高が約９百メートルの日陰という悪条件ではありましたが、調査林分全体に日

が当たる時間帯であったため、林分内の３つの調査プロットをパノラマ風に鮮明に望むことができ
ることとなり、参加者が共通のイメージを持って議論することができました。また、各府県からも
針広混交林に向けた取組状況が紹介されました。
　森林総合研究所の大住地域研究官からは、
　① 検討対象地における針広混交林に向けた取組は評価できるが、一般的には単木的に針葉樹と
広葉樹を混交させることは事業的な観点だけでなく生態学的な観点からみても困難である。

　② 針葉樹と広葉樹の一定の集団がモザイク状になった針広混交林は妥当である。
　③ 針広混交林への誘導には技術的課題が多く、継続的なモニタリングが重要であるなどの意見が
出されました。

　また、京都府立大学の田中教授からは、
　① 広葉樹の発生を促すための強度間伐は、林
内の光環境が変化し、害虫の大量発生につな
がる恐れもあり慎重な対応が必要である。

　② 将来どのような樹種構成の森林を想定して
施業を行うのか計画を立て、検証、改善を行
う必要がある。
などの意見が出されました。

　当局としては、引き続き幅広い森林・林業に関
する関係者と連携協力して施業技術に関する意見
交換、議論を通じて、互いの技術向上に努めてい
くこととしています。

 
    公益林公益林（水土保全林、森林と人との共生林）林、

針葉樹人工林 

（短伐期） 
複層林 

長伐期林 

短伐期林 

針広混交林 

針葉樹二段林（常時） 

針葉樹二段林（短期） 

天然林（天然生林） 

針葉樹長伐期林 

天然林（天然生林） 

針葉樹短伐期林 

天然林（天然生林） 

針広混交林 

針広混交林 

針広混交林の位置づけ 

※現存する針葉樹人工林を広葉樹林に転換するための経過的な林相 
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み
か
わ
さ
ん
お
く

　
但
馬
の
電
波
中
継
の
拠
点
「
三
川
山
奧
」
国
有
林

　
兵
庫
森
林
管
理
署

〒
六
七
一-

二
五
七
三

兵
庫
県
宍
粟
市
山
崎
町
今
宿
一
〇
〇-

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇-

三
一
六
〇-

六
一
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
九
〇-

六
二-

四
七
九
〇

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/

hyougo/

み
か
わ
さ
ん

　
三
川
山
奥
国
有
林
の
主
峰
三
川
山
、
標

高
８
８
８
ｍ
は
、
但
馬
地
方
の
ほ
ぼ
中
央

み
ょ
う
け
ん
さ
ん

そ
ぶ
だ
け

部
を
南
北
に
連
な
る
妙
見
山
、
蘇
武
岳
か

ら
な
る
但
馬
山
地
の
北
端
の
美
方
郡
加
美

町
と
豊
岡
市
（
旧
城
崎
郡
）
界
に
位
置
し
、

山
頂
か
ら
は
但
馬
の
山
々
と
日
本
海
が
望

め
ま
す
。

　
山
頂
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
関
西
民
放
各
社
の

電
波
中
継
塔
が
林
立
し
、
さ
ら
に
約
１
㎞

南
に
隣
接
す
る
水
山
国
有
林
に
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ

や
行
政
機
関
の
無
線
中
継
塔
が
あ
り
、
但

馬
地
方
の
電
波
中
継
の
拠
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
国
有
林
は
全
域
が
氷
ノ
山
後
山
那
岐
山

国
定
公
園
の
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
標
高
７
０
０
ｍ
以
上
に
は
樹
高
20
ｍ

以
上
の
ブ
ナ
を
主
体
に
し
た
天
然
林
を
形

成
し
、
低
地
で
は
カ
タ
ク
リ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ

等
の
野
草
や
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
な
ど
の
植
生
が
見
ら
れ
、
春
に
は
新
緑

と
咲
き
誇
る
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
、
秋

に
は
紅
葉
の
景
観
を
求
め
て
多
く
の
登
山

者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

  

ア
ク
セ
ス
は
、
東
側
か
ら
ス
キ
ー
場
で
有

名
な
神
鍋
高
原
を
経
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
管
理
道

路
が
山
頂
近
く
ま
で
延
び
て
お
り
、
西
側

の
香
美
町
側
か
ら
は
県
営
の
広
域
基
幹
林

道
三
川
線
の
開
設
（
昭
和
47
年
度
着
工
）
が

進
ん
で
い
て
平
成
20
年
度
に
完
成
す
る
見

込
み
で
す
。

　
国
有
林
の
麓
の
谷
沿
い
に
山
陰
屈
指
の

三
川
権
現
社
が
あ
り
ま
す
。

　
三
川
山
縁
起
鈔
に
よ
る
と
、
こ
の
三
川

権
現
社
は
、
第
四
十
代
天
武
天
皇
の
時
代

（
西
暦
６
７
４
年
）
に
役
行
者
に
よ
っ
て
開

設
さ
れ
た
古
霊
場
で
吉
野
山
、
三
徳
山
と

と
も
に
日
本
三
大
蔵
王
権
現
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
て
お
り
、
５
月
３
日
の
大
祭
に
は

全
国
か
ら
山
伏
行
者
が
集
ま
り
「
知
恵
の

火
で
煩
悩
を
焼
く
」
大
護
摩
供
養
が
行
わ

れ
る
と
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
天
保
３
年
（
西
暦
１
８
３
２
年
）

３
月
に
は
、
吹
雪
が
続
い
た
後
、
一
丈
（
３

ｍ
）
余
り
の
積
雪
が
春
の
日
差
し
に
解
け

て
、
山
肌
、
立
木
を
も
飲
み
込
む
山
津
波
が

発
生
し
て
権
現
社
を
押
し
つ
ぶ
し
、
佐
津

川
沿
い
の
村
々
を
倒
壊
さ
せ
、
一
気
に
日

本
海
ま
で
流
れ
出
し
た
大
災
害
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

三
川
山
奥
国
有
林
は
、
三
川
山
の
山
頂
か

ら
三
川
権
現
社
ま
で
の
北
向
き
に
あ
り
、

浜
坂
森
林
事
務
所
が
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　
当
国
有
林
の
面
積
は
約
４
２
０
㌶
あ
り
、

全
山
が
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
と
水
源
か

ん
養
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
１

　
機
能
類
型
区
分
は
水
土
保
全
林
35
％
、

森
林
と
人
と
の
共
生
林
65
％
と
な
っ
て
お

り
、
林
地
崩
壊
等
を
防
備
す
る
る
と
と
も

に
、
約
３
６
０
㌶
の
天
然
林
は
主
に
風
景

林
に
区
分
し
三
川
権
現
社
の
借
景
を
考
慮

※
２

す
る
な
ど
景
観
保
全
に
努
め
た
施
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
前
述
の
広
域
基
幹
林
道
三
川
線
の
供
用

が
開
始
さ
れ
た
暁
に
は
、
周
辺
の
水
山
国

有
林
、
本
谷
奥
国
有
林
、
銚
子
ヶ
谷
国
有
林

が
一
本
の
林
道
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、

よ
り
き
め
細
か
な
施
業
の
実
施
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
開
通
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
。

香住港と日本海

山頂のアンテナ群

三川権現社

※
１
　
機
能
類
型
・
森
林
を
管
理
す
る
上
で
重
点
的
に
発
揮
す
べ
き
機

能
に
応
じ
て
森
林
を
区
分
し
た
も
の

※
２
　
施
業
・
森
林
の
取
扱
い
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箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

平
　
成
　
19
　
年
　
度
　
の
　
活
　
動
　
概
　
要

　
当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
阪
府

と
京
都
市
に
あ
る
国
有
林
野
を
主
な
活
動

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
自
然
再
生
へ
の
取
組
、

森
林
環
境
教
育
活
動
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
自
然
再
生
へ
の
取
組

●
自
然
再
生
へ
の
取
組

●
自
然
再
生
へ
の
取
組

●
自
然
再
生
へ
の
取
組

●
自
然
再
生
へ
の
取
組

○｢

箕
面
体
験
学
習
の
森｣

整
備
事
業

　
多
様
性
豊
か
な
里
山
の
再
生
や
生
物
多

様
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
箕
面
国
有
林

（
大
阪
府
箕
面
市
）
に
お
い
て
、
有
識
者
、
地

域
住
民
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
行
政

機
関
職
員
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
今
後
の
森
林
整
備
及
び
そ
の
利
活
用

等
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
伊
崎
国
有
林
に
お
け
る
カ
ワ
ウ
森
林

　
被
害
対
策

  

琵
琶
湖
に
面
し
た
伊
崎
国
有
林 (

滋
賀
県

近
江
八
幡
市)

で
は
、
カ
ワ
ウ
に
よ
る
樹
木

枯
死
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年

四
月
、「
伊
崎
国
有
林
の
森
林
管
理
に
お
け

る
カ
ワ
ウ
対
策
方
針
」
を
策
定
し
、
滋
賀
県

や
中
部
近
畿
カ
ワ
ウ
広
域
協
議
会
と
連
携

し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
森
林
環
境
教
育
支
援
活
動

●
森
林
環
境
教
育
支
援
活
動

●
森
林
環
境
教
育
支
援
活
動

●
森
林
環
境
教
育
支
援
活
動

●
森
林
環
境
教
育
支
援
活
動

○
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

　
昨
年
度
作
成
し
た
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
普
及
す
る
た
め
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
小
中
学
校
教
員
、
森
林
管

理
署
等
職
員
を
対
象
と
し
て
「
森
林
環
境

教
育
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催 

し
、

○
グ
ル
ー
プ
対
抗
里
山
デ
ジ
カ
メ
選
手
権

　
の
開
催

　
里
山
の
再
生
・
整
備
活
動
や
森
林
環
境

教
育
に
主
眼
を
お
き
、「
身
近
な
森
林(

も

り)

の
再
発
見
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
学
校
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、
家
族
な
ど
グ

ル
ー
プ
を
対
象
に
三
枚
の
組
写
真
を
募
集

●
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

●
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

●
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

●
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

●
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

  

今
後
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林

づ
く
り
活
動
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
参
加
が
少
な

か
っ
た
若
年
層
や
女
性
の
参
加
に
よ
る
養

成
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

現地での検討の様子
（大阪府　箕面国有林）

今
年
度
は
、
高
校
生
以
上
を
対
象
と
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

カワウの営巣に伴う枝折り、糞の付着により
枯死したヒノキ林（滋賀県　伊崎国有林）

森林環境教育体験ワークショップ
（大阪府　箕面国有林）

高校生向けモデルプログラム実践
（京都市京北地域）

し
、
11
月
に
里
山
デ
ジ
カ
メ
選
手
権
公
開

審
査
会
を
開
催
し
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を

決
定
し
ま
し
た
。

里山デジカメ選手権
（滋賀県　大津市内）

里山林の見学
（兵庫県　川西市内）
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「
京
都
古
事
の
森
」
育
成
イ
ベ
ン
ト

を
開
催

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
10
月
14
日
、

鞍
馬
山
国
有
林
の
「
古
事
の
森
」
に
お
い

て
、
京
都
古
事
の
森
育
成
協
議
会
（
会
長
・

高
井
貴
船
神
社
宮
司
）
の
主
催
に
よ
る

「『
京
都
古
事
の
森
』
育
成
イ
ベ
ン
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。「
京
都
古
事
の
森
」
で
は
、
我

が
国
の
「
木
の
文
化
」
の
象
徴
で
あ
る
神

社
・
仏
閣
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
の
修
復

に
必
要
な
資
材
の
供
給
を
目
指
し
、
数
百

年
か
け
た
森
林
づ
く
り
を
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
画
の
も
と
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
一
般
応
募
の
42
名
、
鞍
馬
小
学
校

の
小
学
生
６
名
、
合
計
48
名
に
参
加
頂
き
、

苗
木
を
シ
カ
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
に
取

り
付
け
て
あ
っ
た
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
筒
）
を
外
し
、
苗
木
を
麻

ひ
も
で
支
柱
に
固
定
す
る
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
、
急
斜
面
で
の
慣
れ
な
い
作

業
に
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
次

第
に
要
領
を
得
て
、
手
際
よ
く
作
業
を
進

め
、
汗
を
か
き
な
が
ら
、
数
百
年
後
の
森
に

思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

【
三
重
森
林
管
理
署
】
10
月
20
日
、「
遊
々
の

森
」（
焼
尾
国
有
林
）
で
伊
賀
市
教
育
委
員

会
が
主
催
す
る
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

の
一
環
と
し
て
伊
賀
市
の
小
学
１
年
〜
５

年
生
の
27
名
を
対
象
に
森
林
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
下
、
当
署
職
員
に
よ
る
森
林

の
働
き
に
つ
い
て
の
説
明
及
び
「
森
か
ら

の
贈
り
物
」
の
紙
芝
居
の
後
、
林
内
に
入
り

除
伐
作
業
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

  
児
童
ら
は
懸
命
に
ノ
コ
ギ
リ
を
ひ
き
、
大

き
な
木
が
倒
れ
る
と
「
や
っ
た
ー
」
な
ど
と

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
子
供
達
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
体
験
で
あ
り
、「
ノ
コ

ギ
リ
を
ひ
く
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
ま

た
や
っ
て
み
た
い
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
作
業
後
は
、
職
員
及
び
地
域
の
青

少
年
育
成
指
導
員
の
指
導
で
サ
ク
ラ
の
枝

遊
々
の
森
で
森
林
教
室
を
開
催

氷
ノ
山
の
名
瀑
「
羊
ケ
滝
」
の
散
策

道
を
整
備

【
兵
庫
森
林
管
理
署
】
11
月
４
日
、
氷
ノ
山

中
腹
の
標
高
約
９
０
０
ｍ
の
坂
ノ
谷
国
有

林
内
に
あ
る
羊
ケ
滝
周
辺
に
お
い
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
散
策
道
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
　
　

　
羊
ヶ
滝
は
、
高
さ
約
70
ｍ
の
二
段
滝
で
、

周
辺
は
ブ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ス
ギ
な
ど
の
森

林
地
帯
の
岩
盤
か
ら
清
流
が
流
れ
、
二
つ

の
流
れ
が
合
流
す
る
様
子
が
漢
字
の
「
羊
」

に
に
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

 
 

当
日
は
、
国
有
林
退
職
者
の
会
山
崎
支

部
、
森
林
に
親
し
む
会
、
宍
粟
五
十
名
山
選

定
委
員
、
安
富
・
山
を
歩
こ
う
会
、
当
署
職

員
な
ど
34
名
が
参
加
し
、
約
３
６
０
ｍ
の

散
策
道
の
整
備
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
　

　
今
回
の
散
策
道
の
整
備
に
よ
り
、
昨
年

実
施
し
た
駐
車
場
を
含
む
多
目
的
広
場
の

整
備
と
合
わ
せ
、
氷
ノ
山
の
名
勝
「
羊
ケ

滝
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
一
段
と
容
易
に
な

り
今
後
、
市
民
の
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
へ
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
（
モ
ッ

ク
ン
）
に
挑
戦
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
子
供
達
の
自

然
体
験
や
文
化
体
験
活
動
を
通
し
て
豊
か

な
情
操
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
年
８
回
程

度
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
、「
生
き
生

き
学
び
の
森
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
供
達
が
森

林
と
身
近
に
接
し
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
森
林
・
林
業
の
重
要
性
を
学
び
併

せ
て
心
身
の
健
全
な
発
達
や
生
き
る
力
を

育
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
主
催
者
か
ら
は

今
回
の
教
室
を
契
機
に
毎
年
実
施
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

数百年後の森に思いを馳せて

作業風景

森
林
の
働
き
に
つ
い
て
の
説
明
に
聴
き
入
る
児
童

羊ヶ滝と参加者
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私
の
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
豊
か
な
里
山
林
を
後
世
に

緑
豊
か
な
里
山
林
を
後
世
に

緑
豊
か
な
里
山
林
を
後
世
に

緑
豊
か
な
里
山
林
を
後
世
に

緑
豊
か
な
里
山
林
を
後
世
に

広
島
県
東
広
島
市
長
　
藏
田
　
義
雄

　
東
広
島
市
は
広
島
県
の
中
央
部
に
位

置
し
、
瀬
戸
内
海
に
も
面
し
て
お
り
ま

す
。
総
面
積
は
６
万
３
５
３
２
㌶
を
有

し
、
広
島
県
の
約
７
・
５
％
を
占
め
て

お
り
ま
す
。
人
口
は
約
18
万
２
千
人

で
、
冷
涼
な
気
候
と
名
水
に
恵
ま
れ
、

古
く
か
ら
酒
造
り
の
町
と
し
て
栄
え
て

い
る
西
条
は
、
皆
様
、
良
く
ご
存
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

昭
和
と
平
成
の
二
度
の
合
併
を
経
て
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
49
年

４
月
、賀
茂
郡
内
の
４
町
が
合
併
し
、賀

茂
学
園
都
市
建
設
、
広
島
中
央
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
建
設
の
二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
、
社
会
基
盤
や
産
業
基
盤
の
整
備

が
進
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
17
年
２

月
に
周
辺
の
５
町
と
合
併
し
、
未
来
に

は
ば
た
く
国
際
学
術
研
究
都
市
を
目
指

し
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
文
化
、
歴
史
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
地
域
産
業
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
企

業
の
立
地
に
よ
り
、
全
国
屈
指
の
成
長
を

遂
げ
、
製
造
品
出
荷
額
等
が
１
兆
円
を
越

え
、
県
内
第
３
位
と
な
る
な
ど
、
県
央
の

中
核
拠
点
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市

の
森
林
面
積
は
３
万
９
５
０
９
㌶
あ
り
市

総
面
積
の
約
63
％
を
占
め
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
内
、
民
有
林
面
積
は
３
万
６
７

０
０
㌶
で
こ
の
内
、
人
工
林
は
５
４
０
０

㌶
で
人
工
林
率
は
約
15
％
と
低
く
施
業
の

集
約
化
、
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
天
然
林
面
積
は
３
万
７
０
０
㌶
で
、

大
部
分
が
ア
カ
マ
ツ
林
で
す
。
賀
茂
台
地

の
象
徴
は
ア
カ
マ
ツ
林
で
、
松
茸
の
産
地

で
し
た
が
、
松
く
い
虫
被
害
や
手
入
れ
不

足
に
よ
り
、
年
々
収
穫
量
は
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
今
年
度
か
ら
、
手

入
れ
不
足
と
な
っ
て
い
る
森
林
を
県
民
皆

の
財
産
と
し
て
守
ろ
う
と
広
島
の
森
づ
く

り
県
民
税
を
財
源
と
す
る
広
島
の
森
づ
く

り
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
市
も
こ
の

事
業
で
、
身
近
な
ア
カ
マ
ツ
林
を
は
じ
め

と
す
る
里
山
林
の
整
備
を
進
め
て
い
く
予

定
に
し
て
お
り
ま
す
。
里
山
林
は
か
つ

て
、
私
た
ち
の
生
活
と
深
い
関
係
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
、
利
用
す
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
環
境
問
題
や
社
会
貢
献
活
動

へ
の
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
市
内
で

森
林
整
備
に
取
組
む
団
体
が
増
え
て
き
て

お
り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
も
可
能
な
限
り
、
森
林

所
有
者
だ
け
で
な
く
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
企
業
等
、
多
様
な
主
体
に
よ
る

森
林
整
備
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
市
民
に
潤
い
や
癒
し
を
与
え
て
く

れ
る
緑
豊
か
な
里
山
林
は
本
市
に
と
り
ま

し
て
貴
重
な
財
産
で
、
後
世
に
引
き
継
ぐ

こ
と
は
、
重
要
な
私
共
の
使
命
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
有
林
野
に

つ
き
ま
し
て
も
公
益
的
機
能
の
増
進
や
地

球
温
暖
化
防
止
等
、
率
先
し
た
森
林
整
備

を
お
願
い
す
る
と
同
時
に
か
け
が
え
の
な

い
森
林
の
保
全
へ
の
取
組
み
を
今
後
と
も

展
開
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

写真：（右）憩いの森
公園からの市街地遠
望
（上）西条の酒蔵風景

ボランティアによる森林整備活動の様子


